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鑑賞活動から読譜へのヒントを得て
自発的な音楽活動を可能にする要因についての一調査

牛久香織（メルケアみなとセンター）

キーワード：鑑賞，読譜，自発的な音楽活動

背景と目的

成人の読譜力と自発的な音楽活動についての調

査より 演奏や歌を聴いて再現できるものの読譜

力不足のため自発的な音楽活動を自分が望む領域

まで踏み込んで楽しめない とする例が見られた

また 楽典の知識を持っていても実音化できない

例も確認された（牛久 ） 音楽教育の課題に

ついて取り上げている畠澤は、技能習得のための

練習時間について十分に確保できていないことを

あげ（畠澤 ） 音楽を理解し表現意欲を高め

る方法として映像と を導入したイメージ奏法

を提唱する武本は 音楽を作曲家・演奏者・聴取

者の三者における情報伝達系統とみなしている

武本 だが 音楽を聴取することと聴取し

た音楽を再現することの関係性については 取り

扱われていない そこで 楽典の知識がありながら

も読譜はできないが演奏や歌を聴いて再現する力

を得られているとする者を対象に 聴いたことの

ある音楽を演奏もしくは歌で再現することを可能

にする要因を探りたいと考えた

方 法

調査者が用意した楽典についてのテストに全問

正解できた 歳以上 歳未満男女各世代各

名計 名 歳 を対象として 質問

紙によるアンケート調査を 年 月７日から

月 日の期間で行なった

アンケート内容は 聴いたことがある音楽を

再現できるとする事柄は歌であるのか演奏である

のか 演奏であれば楽器は何であるのか 聴いた

ことがある音楽を再現するためには 楽譜を補助

的に利用しているか否か で楽譜を補助的に

利用する場合 楽譜を用いて何を確認しているの

か 聴いた音楽を再現するためには「聴く」行為

によって再現のためのどのような要点を得ている

と考えているのか 楽典の知識はあるが読譜が

できないと判断する理由は何か の５点である

結 果

〜 の調査結果について 聴いた音楽を再

生する対象として 歌である場合及び歌と演奏の

両方である場合を選択した調査協力者の合計割合

は ％に至ったが 楽譜を補助的に用いる割

合については 歌である場合を選択した調査協力

者は ％であったのに対し 演奏である場合

を選択した調査協力者は ％ 歌と演奏の両

方である場合を選択した調査協力者は ％に

至った 聴いた音楽を再現できる事柄と楽譜を補

助的に使用するか否かについての関係を調べるた

めに 検定を行った結果 ％水準で有意であ

った（ ）

〜 の調査結果について 聴いた音楽を再現

できる要因の因果モデルを検証するため 共構造

分散分析を行った は でこのモデルが

採択され モデルの適合は

であった ○音楽を聴くことは 旋律や音程やリズ

ムを確認でき 歌を歌うことで再現できる行為に

つながること ○楽音楽を聴いた後に楽譜を用い

て音の長さや階名や調合を確認することで 楽器

を演奏して再現できる行為に至ること ○音楽を

聴いた後に楽譜を用いて音の長さや階名や調合を

確認して演奏を再現できる行為に至る場合には

歌を歌う行為にも至る可能性が高いこと ○音楽

を聴いた後に楽譜を用いてコードを確認して演奏

を再現できるに至る場合もあること を示した

聴いた音楽を再現できる要因の因果モデル

さらに 読譜ができないと判断する理由として 読譜

を行なっても曲の旋律が浮かばないと回答した割合が

全調査協力者の ％にのぼった
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主体的・対話的で深い学びを目指した異学年交流
―小学校での劇づくりにおける児童のパフォーマンスの実態―

菅井 篤（開智学園）
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問題と目的

近年，学習者が対話的に議論し，学習を深めて

いく教育実践が増加している。この教育実践は，

従来学校教育で行われてきた教師が子供へ知識を

伝達していく伝統的な授業とは異なり，協働して

問題解決していく学習（文部科学省， ）に学

習者が主体的・対話的に参加し，学習活動を展開

していく教育実践を指す。文部科学省（ ）は

「予測困難な時代において，我が国にとって最も

必要なこと」として「将来の我が国が目指すべき

社会像を描く知的な構想力」の育成を明示してお

り，文部科学省（ ）は「主体的・対話的で深

い学び」の実現のために授業改善をすることで学

習者が新たな学びをつくり出すことを推し進める。

我が国の教育の領域では，主体的・対話的で深い

学びの新たな創造のために，これまで行われてき

た伝統的な学びの問い直しが始まっている。

そこで本研究では，これまで多く注目されてこ

なかった異学年交流に焦点を当て，具体的な事例

を検討することを目的とする。

方 法

年 月，関東圏内の私立小学校の異学年（

年生 名， 年生 名， 年生 名， 年生 名，

計 名 の集団交流における教師と児童の発話を

対象とした。同年 月に異学年集団で行われる劇

発表会へ向けた劇づくりの導入の授業であり，哲

学対話形式で対話が展開された。そこでの教師と

児童の対話をスクリプト化し，藤江（ ）に従

って対話を発話として最小単位で区切った。その

ほかに，対話場面を「話段（ザトラウスキー， ）」

を 単位として区分し場面の抽出を行った。なお，

本研究は，管理職の指導のもと個人情報に留意し

て実施した。

結果と考察

哲学対話形式の対話は 分 秒行われた。ま

ず，藤江（ ）に従い，対話をそれぞれの発話

として区切った。その結果，対話は の発話に

区切られた。これらの中から，児童の発話を抽出

し，学年別に集計した結果を に示す。そ

のほかに，ザトラウスキー（ ）に従い，対話

から の話段を抽出した。話段は，話者が意図し

たと考えられる会話の「目的（ ）」の達成を

つの対話の終結と捉える対話場面のことである。

例えば， に示した場面では，「なんで劇す

るの」の教師の問いかけから生じた対話の「劇を

学年ごとの児童の発話数と割合
年 年 年 年 計

発話数

割合（％）

やりとりの単位の区分の例
発話者 発話

教師

児童

教師

はい，なんで劇するの？

ええっと，ほかのホームとか自分のホームとか，

学校中に，えっと，その，何をやっているか伝

えるため。

伝えるため。それを聞いて何か？同じ意見とか，

かぶせる意見とか，反対意見とか，何でも。

話段を発生させた問いかけ数と割合
年 年 年 年 計

話段を発生させた問いかけ

割合（％）

する目的の回答」という目的が達成されたことが

読み取れる「伝えるため」という教師の発話まで

を つの話段として定義し，対話場面を抽出した。

抽出された話段のうち，児童の問いかけによって

発生した話段は であった。これらを学年別に集

計した結果を， に示した。その結果，

の話段のうち， の話段が 年生， の話段が

年生の問いかけによって発生していることが明ら

かになり， 年生と 年生の問いかけは確認され

なかった。

本研究は，主体的・対話的で深い学びを目指し

て行われた小学校での異学年交流の具体的な事例

を検討することが目的であった。 と

に示したように異学年集団の交流において，児

童は学年が上がるほど発話数が増え，目的の達成

のために集団への問いかけが多くなることが明ら

かになった。対象校では，劇づくりの異学年交流

は毎年導入されていた。これは，異学年交流型の

授業を多く受けてきた上学年の児童ほど課題解決

のために対話をパフォーマンスし，学習集団へ積

極的に問いを発していたと捉えることができよう。

このように，児童らが学習者として自ら問いをつ

くりながら，学習集団を他者と共に弁証法的に共

創していくことができる学習環境は，主体的・対

話的で深い学びの成立のための一助となると考え

られる。

― 429―


